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お問い合わせは、JA生産販売課まで　☎0854-84-9058

大田市内の生産者が丁寧に育て上げた
『西条柿』ができました。
太陽の光をたっぷり浴びて育った甘い
『西条柿』をお届けいたします。

「JAグリーンおおだ」「すいせんの里」
でもお買い求めいただけます。

おおだ産の『西条柿』 をお届けいたします！

　石見銀山西条柿生産組合は10月６日、温泉津町の湯里選果場で、『石見銀山西条柿』
を初出荷しました。
　同組合の石橋幸人組合長は「待ちに待った出荷が始まった。皆で協力し、目標の出
荷量に達するよう頑張っていきたい」と話しました。
　前段には組合員が集まり、目合わせ会を開きました。これからの西条柿の最盛期
に向け、組合員は真剣な面持ちで出荷規格を確認しました。
　担当職員は「今年の西条柿は小玉傾向にあり、数も若干少ないが、例年並みの糖度
で美味しい柿に出来上がっている」と話しました。
　この日、選果された西条柿は山口、広島等の県外市場へ出荷される予定で、今後も
安定した出荷のため、台風等の影響を受けないよう慎重な管理が必要です。
　同組合は、平成30年に大田市西条柿生産組合と温泉津町西条柿生産組合が統合す
る形で設立し、『品質の良い美味
しい西条柿づくり』をスローガン
に、石見銀山西条柿の品質向上を
目指しています。
　今年度の出荷目標は60ｔで、販
売金額は2,100万円以上を目指し
ています。
　西条柿の出荷は11月上旬まで続
く予定です。

西条柿を選果する従業員

石見銀山西条柿初出荷
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動（
９
月
21
日
か
ら
30
日
）

に
合
わ
せ
、
大
田
市
へ
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
11
基
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
９
月
24
日
に
は
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
贈
呈
式
が
大
田
市

役
所
で
開
か
れ
、
同
地
区
本

部
の
山
﨑
辰
次
常
務
理
事
本

部
長
が
楫
野
弘
和
大
田
市
長

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
９
月
８
日
、
久
手
町
の
刺

鹿
米
倉
庫
に
お
い
て
、
令
和

２
年
産
米
の
検
査
を
開
始
し
、

『
コ
シ
ヒ
カ
リ
』等
の
検
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
本
部
の
山
﨑
本
部

長
は「
生
産
者
の
皆
様
の
努

力
に
よ
り
、
収
穫
し
た
良
質

米
を
一
袋
で
も
多
く
出
荷
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
農
作

業
時
の
事
故
な
ど
に
注
意
し
、

収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
し
て

と
答
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
島
根
で
は
、

共
済
事
業
に
お
け
る
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

交
通
事
故
防
止
活
動
に
寄
与

す
る
た
め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
県
内
各
市
町
村
へ
寄
贈
し

て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
大
田

市
に
よ
り
、
市
内
の
学
校
や

自
治
会
へ
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

　
令
和
２
年
産
米
は
、
長
雨

や
日
照
不
足
に
よ
る
品
質
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
天
候
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。

　
令
和
２
年
産
米
検
査
は
、

管
内
６
箇
所
の
検
査
場
で
、

11
月
末
ま
で
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

楫野市長（左）へ趣意書と
目録を手渡す山﨑本部長（右）

検査を行う検査員

地
域
の
交
通
安
全
に
貢
献

● 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
式

1
TOPICS

管
内
６
箇
所
で
11
月
末
ま
で

● 

令
和
２
年
産
米
初
検
査

4
TOPICS

　
９
月
23
日
、
島
根
県
立
農
林

大
学
校
の
学
生
８
名
が
、
Ｊ
Ａ

石
見
銀
山
地
区
本
部
の
米
倉
庫

で
米
検
査
の
様
子
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
見
学
し
た
場
所
は
、
大
田
町

に
あ
る
大
田
米
倉
庫
で
、
同
地

区
本
部
の
吉
川
崇
農
産
課
長
が

講
師
と
な
り
、
市
内
で
生
産
さ

れ
る
お
米
や
検
査
の
工
程
な
ど
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
学
生
に
説

明
を
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は

９
月
11
日
に
、
素
敵
な
シ
ニ
ア

の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座「
菜
根
館
」

を
開
催
し
、
皿
と
マ
グ
カ
ッ
プ

の
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
と
は
、
白
い

磁
器
に
転
写
紙
を
貼
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
食
器
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
工
芸
で
、
作
品
は
焼
き

上
が
り
後
、
受
講
生
へ
渡
さ
れ

ま
し
た
。

米
検
査
の
仕
組
み
を
学
ぶ

● 

農
大
生
が
大
田
米
倉
庫
を
訪
問

2
TOPICS

オ
リ
ジ
ナ
ル
食
器
作
り
に
挑
戦

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
「
菜
根
館
」

3
TOPICS

へ
趣
意
書
と
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
山
﨑
本
部
長
は「
地
域
の

交
通
安
全
の
た
め
、
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
楫
野
市
長
も「
地
域
か
ら

設
置
の
要
望
が
多
い
。
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
」

出来上がった作品と受講生 米検査について説明をする吉川課長（右）
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

■
今
年
は
夏
野
菜
の
出
来
が
悪
く
残
念
で
し
た
。
大
根
も
天
気
の
都
合

で
な
か
な
か
種
を
播
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
10
号
の
後
に
よ
う
や

く
播
い
て
、
か
わ
い
い
芽
が
並
ん
で
出
て
い
ま
し
た
。
良
い
大
根
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｈ
さ
ん
）

■「
小
水
力
発
電
所
物
語
」が
９
月
号
で
最
終
回
で
し
た
。
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
少
し
残
念
で
す
。
今
回
の
記
事
の
最
後
の

段
落
が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。「
…
古
事
記
に
名
高
い
三
瓶
の
名

山
が
、
三
千
余
尺
の
虚
空
を
凌
ぐ
電
引
き
の
山
と
し
て
大
地
に
根
を
据

え
て
い
る
の
を
活
か
し
…
」。
ど
ん
な
方
が
お
書
き
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
と
想
像
し
な
が
ら
、
感
心
し
て
読
み
ま
し
た
。�

（
M
さ
ん
）

■
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
が
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
が
鳴
き
始
め
ま
し
た
。

秋
で
す
。
庭
に
も
彼
岸
花
が
日
に
日
に
伸
び
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
大
変
で
す
が
、
季
節
は
動
い
て
い
ま
す
ネ
。

�

（
H
さ
ん
）

皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た「
小
水
力
発
電
所
物
語
」は
、

９
月
号
で
の
竣
工
式
の
記
事
と
と
も
に
無
事
、
最
終
回
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
月
号
か
ら
始
ま
る
新
企
画
は
、
な
ん
と
、
大
田
市
版
の
大

河
風
物
語
で
す
。

　
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歴
史
上
の
人
物
が
た
く
さ
ん
登
場
す
る
予
定

で
す
の
で
、
楽
し
み
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
あ
ち
こ
ち
の
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、
な
ん
だ
か
気
が
抜
け
た
よ
う
で
す
。
季
節
感

が
全
く
な
く
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
終
わ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
１
日
で
も
早
く
終
息
す
る
よ
う
、
祈
る
ば
か
り
で
す
。
猛
暑
に
負

け
ず
育
っ
た
ト
マ
ト
、
ナ
ス
に
は
感
謝
で
す
。�

（
O
さ
ん
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
行
事
が
休
止
に
な
り
、
大
人

も
さ
み
し
い
で
す
が
、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち（
孫
た
ち
）が
か
わ
い
そ

う
で
す
。
運
動
会
は
、
半
日
予
定
で
あ
る
み
た
い
で
す
。
中
止
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
願
う
ば
か
り
で
す
。
先
日
、
Ｊ
Ａ
に
て
大
根
の
種
を
買
っ
て

帰
り
、
小
さ
な
畑
に
播
き
ま
し
た
。
猿
の
口
で
は
な
く
、
孫
の
口
に
入

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
…
。�

（
Y
さ
ん
）

■
朝
夕
涼
し
く
な
り
、
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
る
と
、
田
ん
ぼ
の
あ
ち
こ
ち
で
稲
刈
り
を
さ
れ
て
い
る
風
景

を
目
の
当
た
り
に
し
、「
農
家
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
」と
頭
が
下
が

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。�

（
A
さ
ん
）

■
先
日
ま
で
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た
の
に
…
。
朝
夕
す
っ
か
り
涼
し

く
な
り
、
寒
い
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が

重
な
り
、
生
活
も「
普
通
」に
と
い
う
の
が
、
ど
ん
な
に
あ
り
が
た
い

こ
と
か
痛
切
に
感
じ
ま
す
。
平
穏
な
日
々
が
早
く
来
ま
す
よ
う
に
!!
�

（
T
さ
ん
）

■
９
月
号
の「
防
災
特
集
」に
は
、
特
に
目
が
い
き
ま
す
。
あ
ち
こ
ち

で
防
災
の
記
事
は
目
に
し
ま
す
が
、
昨
今
の
厳
し
い
気
象
状
況
を
み
る

と
、
他
人
事
と
は
思
え
な
い
で
す
。
い
つ
か
我
が
身
か
…
。
何
度
も
目

を
通
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
、
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。�

（
I
さ
ん
）
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院
　
長

福ふ
く

田だ

　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ９月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

９月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

い
や
は
や
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
…

　
今
年
は
早
め
の
予
防
接
種
で
、
少
し

で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

対
応
が
必
要
で
す
。
今
年
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
期
は
、
コ
ロ
ナ
検
査
は

か
か
り
つ
け
医
が
行
う
と
い
う
方
針
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
含
め
た
発
熱
患
者
へ
の
対
応

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
詳
細
は
10
月

中
に
決
ま
る
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
現
時

点
で
は
、
こ
の
冬
全
て
の
発
熱
患
者

は
、
一
般
開
業
医
で
は
院
内
に
入
れ
ま

せ
ん
。
現
実
的
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
検
査
自
体
も
車
の
中
な
ど
、
院
外

で
の
検
査
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
最

近
、「
鼻
の
入
り
口
」を
患
者
自
身
で
、

触
っ
た
綿
棒
で
検
査
を
す
る
痛
く
な
い

方
法
が
出
ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
と
同
じ

で
、
検
査
試
薬
不
足
で
検
査
が
で
き
な

い
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。次
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
テ
ス
ト
は
保
険
が

使
え
ま
す
が
、
開
業
医
で
の
コ
ロ
ナ
抗

原
検
査
は
、
現
時
点
で
は
保
険
は
使
え

ず
、
自
費
と
思
わ
れ
ま
す（
７
千
円
～

１
万
円
程
度
）。
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
陽

性
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
も
、
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん（
汗
）。
こ
れ
ら
の

不
自
由
さ
は
、
コ
ロ
ナ
が
今
尚
、
感
染

症
法
上
、
エ
ボ
ラ
並
み
の
２
類
指
定
で

あ
る
た
め
で
す
。
本
来
は
、
陽
性
＝
法

制
上
は
原
則
入
院
と
い
う
縛
り
な
の
で

す
が
、
Go�

To
何
と
か
で
、
無
症
状
の

コ
ロ
ナ
患
者
の
拡
散
は
、
ほ
ぼ
見
て
見

ぬ
ふ
り
と
思
わ
れ
る
反
面
、
医
療
機
関

で
は
、
こ
の
縛
り
が
厳
然
と
適
応
さ
れ

て
お
り
、
無
症
状
の
陽
性
者
を
検
査
し

た
医
師
も
下
手
を
す
る
と
濃
厚
接
触
者

と
な
り
、
２
週
間
、
病
院
は
閉
院
で
す
。

コ
ロ
ナ
診
療
で
保
険
や
補
助
が
付
く
の

は
、
大
き
な
コ
ロ
ナ
診
療
指
定
病
院
だ

け
で
す
。
再
開
し
て
患
者
が
出
れ
ば
ま

た
閉
院
で
、
冗
談
抜
き
で
倒
産
す
る
医

院
も
出
か
ね
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
が
大
き

過
ぎ
て
発
熱
お
断
り
と
言
う
医
院
が
出

て
も
無
理
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
患

者
を
診
な
い
と
診
療
拒
否
で
法
律
に
触

れ
る
な
ど
と
、
予
防
線
が
張
ら
れ
る
始

末
で
す
。
な
の
で
、
冬
ま
で
に
コ
ロ
ナ

の
扱
い
が
緩
和
さ
れ
、
保
険
適
応
が
全

開
業
医
に
ま
で
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
の
対
応
を
待

つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、今
、我
々

に
で
き
る
こ
と
は
、
早
め
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

▶
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

▶
思
い
が
け
な
い
成
績
に
驚
い
て
い
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

久
手
町川

上
　
　
泉�

さ
ん

長
久
町岩

崎
　
　
実�

さ
ん

令
和
２
年
９
月
16
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 18 723,800 495,000 636,778 -66,214 -79,365 278 282
中央 102 1,634,600 301,400 635,336 15,162 -89,086 280 279
県 165 1,634,600 222,200 589,633 -30,541 -112,917 283 282

ヌキ
管内 18 865,700 611,600 743,233 45,466 -82,427 300 270
中央 128 1,076,900 611,600 764,732 58,631 -63,469 307 272
県 224 1,076,900 277,200 736,823 30,722 -78,835 311 274

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 久手 川上　　泉 340 260 福之姫 美津照重 安福久 百合茂

2 水上 ㈱大田原農場 355 274 美国桜 華春福 勝忠平 北国７の８

3 水上 ㈱大田原農場 328 263 幸紀雄 美国桜 忠富士 北国７の８

4 山口 大国　裕紀 316 286 福増 耕富士 美穂国 安平

5 井田 戸倉　博文 314 213 福之姫 美津照重 若茂勝 隆之国

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 長久 岩崎智佐子 278 277 秋忠平 芳之国 安福久 平茂勝

2 志学 高田　雅晴 312 296 勝早桜５ 勝忠平 安福久 平茂晴

3 仁万 岩瀬　擴二 295 288 福之姫 福増 勝忠平 百合茂

4 水上 ㈱大田原農場 306 283 勝早桜５ 百合茂 安福久 平茂勝

5 大国 林　　泰三 321 266 福之姫 勝忠平 賢深 糸晴波
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今年の「島根県中古農業機械大展示会」は中止になりました
　例年、JAしまね営農経済本店（斐川）駐車場で開催しています「島根県中古農業機械大展示会」は、新型
コロナウイルス感染拡大を受けて、来場者の皆様の健康を第一に考え、当初予定していました11月上旬
の開催を中止することにいたしました。
　開催を心待ちにされている方も多数いらっしゃると思いますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。
　なお、中古農機をお探しの方は、お近くの農機具店、営業所、農機センターまでお気軽にお問い合わせ
ください。
 島根県農業機械商業協同組合、ヤンマーアグリジャパン㈱、㈱ヰセキ中四国、JAグループ島根

アスパラガス栽培のメリット

☆軽量野菜であり、軽労な作業が中心です。
☆一度植えれば20年以上の収穫が可能です。
☆４～10月の長期間収穫ができますので、その間収入が得られます。
☆排水及び風対策をすれば、水田からの転作が可能です。
☆総労働時間の半分を占めるといわれる調整選果作業は、JAの共選場で行います。

アスパラガスほ場見学会
～生産組合員大募集 !! みんなで作ってみませんか？～

　アスパラガスは、島根県、大田市、JA の振興品目であり、産地拡大に取り組んでいます。
　また、近隣の市場や大田市の給食センターにも出荷され、需要があり、まだまだ出荷
量が足りていない作物です。
　当日は、実際の栽培ほ場の見学や生産者の声を聞くことができます。
　お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

日　時：令和２年 10 月 29 日（木）９：30 ～ 10：30　※少雨決行

場　所：JA 石見銀山地区本部 駐車場（長久町長久ハ 56-1）
見学先：●長久町（ハウス慣行栽培）　　●鳥井町（高畝式ハウス栽培）
その他：参加を希望される方は、10 月 26 日（月）までにご連絡ください。
　　　　各自お飲み物をご持参ください。
　　　　　　※現地解散となります。

【お申し込み・お問い合わせ】　JA 生産販売課　☎ 0854-84-9058
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� 令和２年９月30日現在　（単位：袋）

品種名 出荷契約 
数量 集荷数量

等級 １等米 
比率

契約数量 
対比１等 ２等 ３等

うるち

コシヒカリ 24,486 14,577 8,462 5,514 601 58.1% 59.5%
つや姫 6,098 4,979 3,265 1,714 0 65.6% 81.6%

ハナエチゼン 10 0 0 0 0 0 0.0%
きぬむすめ 30,327 5,263 4,003 1,193 67 76.1% 17.4%
その他うるち 387 323 272 0 51 84.2% 83.5%
酒　米 432 0 0 0 0 0 0.0%
も　ち 856 121 0 67 54 0.0% 14.1%
合　計 62,596 25,263 16,002 8,488 773 63.3% 40.4%
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【お申し込み・お問い合わせ】　JA 生産販売課　☎ 0854-84-9058

令和２年産米集荷状況
１袋でも多く、出荷いただきますようお願いいたします。

石見城跡（世界遺産）
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「JAふれあい祭」の中止について
　例年11月に開催しております「JAふれあい祭」につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から、誠に勝手ながら、開催を中止させていただくこととなりました。
　開催を楽しみにされていた方々には申し訳ございませんが、何卒ご理解の程、よろしくお願い申し
上げます。
　なお、JAグリーンおおだでは、11月13日（金）～14日（土）に「特売」を実施いたします。
　皆様のお越しを心よりお待ちしております。お誘い合わせのうえ、ご来店ください。

　JA石見銀山青年連盟では、以下のとおりポン菓子の
予約販売を行います。懐かしい味をご賞味ください。

1．受付期間：�令和２年10月21日（水）～11月６日（金）〈土日祝を除く〉
	 ８：30～17：00

2．予約方法：��受付期間内にJA営農センター（大田町大田イ651-1）へお米をご持参ください。
	 	なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、予約時に受取可能時間

を確認させていただきます。予めご了承ください。

	 ※	料金につきましては、受け渡しの際にいただきます。（おつりの準備が十分で
はありません。できるだけ、おつりの要らないようご協力をお願いいたします。）

3．受渡日時・場所等：�日時…11月14日（土）　９：00～17：00
	 場所…大沢倉庫(JA営農センター裏)　大田町大田イ651-１

	 ※	予約時にお渡しした引換券を持参していただきますようお願いい
たします。なお、受渡日に取りに来られない場合はお預かりし、後
日営農センターで受け渡しいたします。

4．そ の 他：�料金は以下のとおりです。

規　　格 料金（税込）

１升 800円
５合 500円
その他（大豆、マカロニなど） 800円
砂糖無し 100円引き
※�マカロニのみでの加工はできません。お米と混ぜて、お米４（1.2kg）：マカロニ
１（0.3kg）の割合で１升（約1.5kg）にしてください。

■予約申し込み・お問い合わせ■　JA 農産課　☎ 0854-82-1014

農青連ポン菓子加工販売について 
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JAグリーンおおだ

11月は、休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

「ミニトマトのタイサラダ」「フォー風そうめん」
「タイ風イカの塩辛の和え物」

今月の料理

大田町 リラク＆カフェ　Luck Luck
　　　代表　阪井 進也 さん（左）
　　　　　　阪井 秀美 さん（右）

提供：石見銀山産直出荷者協議会

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は 9：00～ 15：00

11月29日（日）JA大田北支店�☎0854-82-7333

①ミニトマトのタイサラダ
＜材料（２人分）＞
　ミニトマト�������� １パック
　さやいんげん��������� ４本
　粗挽きピーナツ���������30g
　　　・にんにく（みじん切り） １片分
　　　・唐辛子 小１/２本
　Ａ　・ナンプラー 大さじ１
　　　・レモン汁 小さじ２

【砂糖シロップ（ガムシロップ）】
　・水　25cc　・砂糖　50ｇ

＜作り方＞
❶��砂糖シロップは、水と砂糖を鍋に入れ、

火にかけて軽くゆすりながら煮溶かし
て、粗熱を取っておく。

❷��ミニトマトは縦半分に切り、さやいん
げんは軽く潰して湯がく。

❸��ボウルにA、砂糖シロップを入れ、ミ
ニトマトを指で軽く潰しながら入れる。

❹��さやいんげんと粗挽きピーナツも加え
て軽く混ぜ合わせ、器に盛る。

③タイ風イカの塩辛の和え物
＜材料＞
　イカの塩辛���������� 100g 
　唐辛子������������ １本
　生姜������������� 10ｇ
　小ねぎ������������ ２本
　パクチー����������� 適量
　　　・レモン汁　　　　大さじ１
　Ａ　・ナンプラー　　　小さじ１
　　　・砂糖　　　　　　小さじ１/４

②フォー風そうめん
＜材料（３人分）＞
　鶏むね肉����������� １枚
　そうめん����������� ３束
　太ねぎ������������ １本
　もやし��������� １/２パック
　鶏ガラスープの素���������
　 大さじ２（味をみて、少しずつ増やす）
　　　・酒　　　　　　　大さじ２
　Ａ　・水　　　　　　　1500cc
　　　・生姜（薄切り）　 1.5個分
　　　・ナンプラー　　　大さじ３
　Ｂ　・塩コショウ　　　少々
　　　　※お好みで唐辛子を加える。

＜作り方＞
❶��鍋にAと鶏むね肉、太ねぎ（青い部分

のみ）を入れ、蓋をして火にかける。
❷��煮立ったら火を止めて、余熱で鶏むね

肉に火を通す。
❸��太ねぎ（白い部分）を斜め切りし、鍋に

加えてさっと煮る。鶏むね肉を鍋から
出し、食べやすい大きさに切る。

❹��鶏むね肉、B、鶏ガラスープの素、も
やしを鍋に入れ、さっと煮る。

❺��別の鍋でそうめんを湯がき、お湯を切る。
❻��器にそうめんを盛り、❹を注ぐ。

①

②

③

＜作り方＞
❶��唐辛子、小ねぎは小口切りにし、生姜
は千切りにする。

❷��ボウルに❶、イカの塩辛、A、パクチー
を入れ、混ぜ合わせ、器に盛る。
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